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食道癌の DNA量 分布パターンと予後 との関係につ

いては多 くの報告がなされている1)の.し かしその多 く

は進行癌に対するもので,早 期癌の DNA量 に関する

報告は少ない。また早期食道癌であっても再発し予後

不良なものも見られる。そこでわれわれは深達度 sm,

mp癌 の DNA量 を測定 し,比 較検討をしたので報告

する。

対象 と方法 :食道癌取扱い規約的に基づ く深達度

sm,mpの 食道癌各10例を対象 とした。sm癌 は中分化

型扁平上皮癌 7例 ,低分化型 3例 で stage O,6例,III,

2例 ,IV,2例 であ り,mp癌 は中分化型 4例 ,低 分化

型 5711で, 1 4alが未分化型であった。stage I, 3例,

II, 1例,III, 34/1,IV, 3例であった。ホルマ リン

固定後パラフィン包埋 ブロックより100ミクロン厚の

切片を作製,脱パラ,ペプシン処理後,DAPI染 色をし,

落射型顕微蛍光測光装置 (オリンパスOSP‐MBI)に て

核 DNAを 測定 した。 リンパ球30個の核 DNA量 の平

均値を2cと し,癌 細胞200個以上の核 DNA量 を測定,

ヒス トグラムを作製した。

結果 :sm癌 10例におけるDNA pattemと 病理所

見の比較では,diploid patternを示した 6例 で ly,v因

子とも陰性であったが,リンパ節転移を 1例 に認めた。

aneuploid patternを示した 44/11は, ly,v因 子 とも″こ

陽性であ リリンパ節転移 も3例 に認めた。mp癌 10例

では diploid patternが4例 で, うち 3例 が ly因子 リ

ンパ節転移とも陰性,aneuploid pattem 6例は,全 例

ly,v, リンパ節転移陽性であった。再発例は,sm癌 ,

3例 ,mp癌 5711であ り,全 例 aneuploid pattemを示

した。sm癌 10例と,他病死 2例 を除いた mp癌 8例 の

生存率を見ると,2年 生存率で,sm癌 90%,mp癌 75%

であった.つ いで DNA pattern別 に生存率を求める

と,diploid patternはsm,mp癌 ともに,2生 率100%

であったが,aneuploid patternを示したものは sm癌
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で75%,mp癌 で60%で あった (ng.).

考察 :検査法の進歩により,食 道表在癌の発見の頻

度 も増 してきたが,そ の予後は,必 ずしも良いものば

か りとはいえない。食道癌におけるDNA ploidyの 測

定に関 しては杉町 らなど多 くの報告があ り,aneu‐

ploidyとdispersionの程度が高度なものほど予後が

不良であるとされている。今回の結果 もaneuploidy

を示す sm癌 および mp痛 は予後不良であ り,再 発を

来 した症421は,全 例が aneup10id patternを示 してい

た。このことは,表在癌であっても,DNA解 析で aneu‐

ploid patternを示すものは再発の可能性があ り,術 後

強力な合併療法が必要 と思われた。以上 より深達度

sm,mp食 道癌の DNA解 析は,予後判定に有用である

ことが示唆された,
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